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‘hear　teEi’型をあぐる史的考察

一一炎咊?英語を中心に一一一

浦　田　和　幸

Enggish2　s．　v．　hear　5）

le序

　通時的に見ると，「不定詞付き対格」（‘Ac－

cusative　with　gnfinitgve’）は，英語統語法

の中では顕著な発達を遂げた構文の一つであ

り，その発達に関する史的研究はこれまで多

くの学者によってなされている1）。不定詞付

き対格は既に古英語の時代より用いられた

が，中英語期に入り次第に拡大の傾向を示

し，特に14世紀から！6世紀にかけて大きく発

達したというのがその概略である2）。小論に

おいては，全体の流れとしては不定詞付き対

格が発達していく一方で，その陰に隠れ次第

に姿を消していった，不定詞付き対格構文の

一用法について取り上げることにする。

　まずは，現代英語に残存する例を見てみよ

う。

（1）　1’ve　ofteit　heard　tell　of　the　woRder－

　f鷺lpar之重es　she　g護ves，　bu宅亙’ve　ftever

　bee】段　蓋nv豆ted．

　（Longman　Dictienary　Of　Conte吻。糟ツ

例文（1）では，「誰が述べたのか，誰から聞い

たのか」の部分が明示されていない，換言す

れば，不定詞‘tegl’の意味上の主語が欠如し

ているわけである。しかし，言うまでもなく，

現代英語において‘hear’が不定詞を従える

際には，意味上の主語を伴うのが文法規則で

ある。例文（2）参照。

（2）　Did　you　heesr　him　go　out？

　小論では，不定詞の意味上の主語が明示さ

れない（1）のような構文を総称して‘hear

teil’型（以下，［一S廻bject］型）と呼ぶが，

これは今日の英語では「化石的」語法であり，

現代英語の辞書においては成句として扱われ

るのが普通である3）。しかしながら，古英

語・中英語のテクストに接すると，かつて

は，［一Subject］型がより頻繁に用いられる

構文であったことは誰しも経験するところで

ある。

　史的考察を加える出発点として，ここで

1）古典的研究としては，例えば，Zeitlin（1908）を挙げることができる。又，最近の研究としては，

　　Manabe（1989），　Fischer（1989）などがある。尚，従来の研究状況を概観するには，　Fishcer（1989：

　　Chap．2）が簡便。
2）　Cf．　Mustanoja　（1960：pp．　526－27）

3）　E．g．‘hear　tell’，‘hear　saゾ，‘make　believe’．　Cf．　Jespersen　（1940：18．5．4．一18．5．8．）．

　　ちなみに，『ジーニアス英和辞典』（i988）は，‘hear　say［tell］of　O　・hear　say［tell］that．．．’の項

　　（s．v．　hear）で，この成句をrhear　PeoPle　say．．．の省略形」として説明している。又，ほぼ同様に，

　　‘make　believe’（s．　v．　believe）に関しては，　rmake　people　beiieveなどの目的語の省略から」と記し

　　ている。通時的に見れば「省略」という表現には問題があるが，現代英語を共時的にとらえる際には，

　　（特に学習辞典においては，）適切な説明法であろう。
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2 言語文化論究3

The　Oscfont　English　Dictignary　（s．　v．　ffear

v．3．c．）における記述を確認しておきた
い4）。

2．古英語における状況とその後の変化

　　一年置

Heftce，　by　eliipsis　ef　such　objects　as

peopge，　persons，　some　one，　before　the

infipttive＄　say，　sPeak，　ta／h，　tegl，　the

phrases　to　hear　say，　hear　tell，　etc．，　of

which　seme　are　still　iit　diagectag　er

Cq畏10（菱uia璽，　a鞭d　occasio簸a璽1y　　literary

聾se．

これは，不定詞の意味上の主語が明示されな

い場合についての記述である。この記述に続

き，第1例として，古英語のBeowscgf　G豆．581

－82）より‘secgan　hyrde’例が引かれる。こ

のことより，まず，hearの［一S覗bject】型が

古英語に存在していたことは明らかである。

しかし，上掲の後半の記述より，現代英語に

おいては，この種の構文の使用範囲が狭まっ

ていることも同時にうかがえる。

　hεar以外の動詞にも目を向けるならば，

例えばseeの場合，　OED（s．　v．　See　y．　B．1．

⇔は［一　Sgbject］型を℃bs［elete］．　rare．’

と表示している。又，makeに関しても，

OED（s，　v．　Make　v．53．）は℃bs［o嚢eteP

とする5）。

　このようにOEDの記述を見るだけでも，

［一　Sublect］型が衰退の一途をたどったこと

が察せられる。

　以下，具体的な考察に移る。まず古英語を

出発点として［一Subject］型の問題点を概

観し，次いで初期中英語に関する調査結果を

示しっっ，本構文がたどった歴史の一面を実

証的にとらえたいと思う。

　最初に，Mitche互1（1968，1985）に基づき，

古英語における　［一　Subject］型の問題点を

概観する。次に，Fischer（！989）により，古

英語から後の時代に至る変化の動向を探るこ

とにする。

　2．1．　Mitchegg　（196＆　1985）

　Mitehe19（1968：§．16Dは，古英語にお

ける不定詞付き対格では，不定詞の意味上の

主語（‘sublect　accusative’）が明示される場

合と，明示されない場合があると述べ，後者

の例（つまり，小論では［一Subject］型と呼

ぶ例）として，以下を現代語訳とともに挙げ

ている。

〈3）＆　6e　cy6an　hate　（lit．　‘1　order

　［S◎me◎盤eコを。　make短0糀t◎
　you．。．つ

（4）聡e　｝1et　ぬie　れ◎n　on　hea搬　gea亘9Xim

　（豆誌‘ぬe◎rdered［S幡e◎ne］宅O　haitg

　tkera　cR　the　high　gaggcws’）

そして，これらの例において不定詞の意味上

の主語が明示されていないのは，‘either

beca“se　everybody　konws　or　because

ncbedy　£ares　who　is　to　perform　the

act沁ゴであると述べる。

　上記の例に見られる能動形不定詞をめぐ

り，それが能動的意味を持つか，あるいは受

動的意味を持つのかについて，従来様々な議

論がなされている。この問題に関するMitch一

4）参考のため，OED　s．　v．　ffear　3．c．に先行するOED　s．　v．　ffear　3．a．の記述を挙げておく。

　　‘As　w三施◎ther　verbs◎f　perception，　the　subst．　or　pr（）no翻inal◎bject　may　be｛oH◎wed　by　an

　inf．，　pres．　mpge．　（erig．　vbL　sb．　with　a一），　or　pa．　ppge．，　expressing　alt　action　performed　or

　suffered　by　it．’

5）　Cf．　OED　s．　v．　Do　v．　23，　Gar　v．　2d．
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‘hear　tell’型をめぐる史的考察　　　　　　　　　　　　　　3

e19（1968：§161）の見解を見ておこう。

　　　ic　these，　it　is　very　conveRient　te

　transRate　the　infinitives　cy6azz　aitd　hon

　as　if　they　were　passive一　‘1　erder

　yeu　to　be　toid’　（er　‘．．．that　yeu　be

　told．．．’）　aitd　・‘he　erdered　them　to　be

　hanged’．　Mgch　time　has　beeit　spent

in　idle　ceRtrcversy　Over　the　questioft

W薮et鼓er　these　i簸f撫麺ives　were　ac－

tua翌y　passlve；w勲at璽S三搬PO捻撤　is

t勤at，　whe強the　S鷺bject　aCC鷺sa土lve　of

t鼓eaCC題sative　a簸d　iRfi難璽t豊ve　is簸ot　ex－

pressed，　the　active亘簸fi簸童伽e　ca簸膿S琶一

aigy　be　transgated　as　a　passive．

　　Mitche91（1968）に続くMitchegl（！985）

は，‘鱗ε釦瘤碗☆εε伽伽z励鰯卿鋤γ

beran／to　berenne’と題する節（§§．3755－

65）において，‘verbs〈）f　c◎mmanding　and

the　ggke’，　’verbs　of　causing　altd　permit－

ting’，　‘verbs’ef　seRse　perceptien’，　‘verbs

of驚e瓢a璽perception’に伴う例を検討し，

上に引用した見解（醗tc簸e互夏：§．16Dをさ

らに強く主張した上で，最後に，‘互myseif

rema嚢r塾　　rel翌。宅a】〔｝t’t◎　　ad搬量t　　宅hat　　“宅he

possibigity　of　the　passive　interpretatioft

Of　t聡eSe　亙蒸f嚢簸it重VeS，，　eVer　eX亘Sted　fOr・

照tlve　speakers　of　OE．’と結んでいる。

　（3＞（4）に代表される古英語の能動形不定詞

の意味に関して‘董dle　controversy’（醐tcぬ一

ell（1968：§．161））を繰り返すことを小論

では控えるが，能動的意味を持つとする彼の

見解は十分に妥当性があると思、われる6）。

2．2．　Fischer　（1989）

　Fischer（1989）は，英語における不定目付

き対格構文の発達の一因として，SOV型か

らSVO型へという語順の変化を挙げる。本

節では，小論のテーマである［一鎌blect］型

に関する見解を中心に見ていくことにする。

　　まずは，古英語の［一Subject］型について

の意見（pp．205－06）を以下に引用する。

　　1　wiil　assume　that　the　basic　word

order　ef　OE　was　SeV，　which　changed

te　SVO　iit　the　co“rse　ef　the　ME

period．．．　Because　of　this　SOV　wgrd

order，　a　NP　i憩mediaもdy　preced童簸g　a

verba嚢e夏eme難t（wkether　f蝕ite　Or貧0簸一

fね蓋te）　W◎樋d　be　ana夏ysed　as　t鉄e

Object　of癒at　verb　Uit亘ess塩e　verb

was　lexica織匠t罫ans重tive，　or癒e　cO貸

text　made　such　a　readgRg　imp’ ?ｓｓｉＣ奄?．

Th遡s，　where　a　spea短r◎f　NE　wo観応d

a遡t◎租atica1鼠y　interpre亀／フ《》鴛¢　dtαcan　i簸

（83）　as　the　object　of　the　matrix　verb

舵オ，ak　OE　speaker　wou羅鎗terpret　it

as　the　cbject　ef　the　verb　feNowing　it，

妻．e．　the　量簸f童鷺it董ve　eensc鴛ソdesn，

（83）

＿0鷺e［ε刎het　OB麺s　ges赫e

P◎簸ediacO簸繊scrydalt＿．

．．．aRd　c◎搬manded　董鷺　薮is　sigぬt

the　deacor託遡貧dress．．．

（＿a簸dcom艶a葺ded（someo強e）to

u簸dress　tぬe　deac◎費　i簸　簸is　pre－

sence．．．）

（xasC｝｛eM　1，　29　424．　11）

これは，語順を手掛かりとする解釈である。

古英語の能動形不定詞の態に関しては，2．1．

で概観したMitcheil（1968，1985）の見解と

6）最新の研究としては，Fisher（1991：p．！73）参照。ここでは，格（case）を根拠に論じられる。‘Moyses

　　forbead　swyR　to　etenne’などの例における格の問題を検討した後に，’．．．it　seems　certain　that　it

　　　is　the　infinitive　that　assigns　case　te　the　underlined　cbjects，　viz．　that　the　infinitive　must　be

　　　active．’と述べている。
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4 言語文化論究3

同一線上にある。

　語順の変化（SOV型一→SVO型）が［一

Subject］型構文に及ぼした影響について，

Fischer（1989：p．207）は次のように述べ

る。

　The◎亙d　6rder，　w亘癒鋤e　object　NP

bef◎re　the　inf量ni重ive，　is　sti豆翌foun（至　i簸

ME，　when　the　basic　word　erder　is

aiready　chaitging　towards　SVO．　Hew－

evεr，　bec飢ise◎f癒is簸eW　W◎f（1◎rder，

the　pressure　to　interpret　the　NP

befere　the　infinitive　as　subject　became

increasi盒9亙y　　str◎簸9，　S◎　　t蝕at　some

chaitge　became　itecessary．

そして，語順の変化が引き起こした混乱を避

けるには，以下のような不定詞構文が可能で

あったと考えている。

（i）不定詞の目的語を不定詞の後に置く

　（e．9j　c◎remand　to　k三物の

㈹受動形不定詞を用いる（e．g．　we　wy91

　cemmand　the　gates　to　be　kept

　abeute）

　語順を論拠とするFischer（！989）の仮説

を手掛かりにし，以下，初期中英語における

［一S鋤lectコ型構文について考察することに

する。

3。初期中英語の場合　　事例研究

　ここでは，初期中英語における状況の一端

を明らかにするため，実際に文献にあたって

調査した結果を示す。調査した文献は，残存

する初期中英語文献の中では比較的早い時期

に属する代表的散文，　Ancrene　Wisseと

Kathezz’ne　Gromp　（i．　e．　Seinte　Katerine，

Seinte　1esliene，　Seinte　Marherete，　ffali

Mei6had，　Sawles　Warde）である7）。各作品

について，写本年代，創作年代，略語，写本

名，使用した版を以下に列挙する8）。

c1230　（？a　12eO）　A　W　（CCCC　402）　：

　Ancrene　Wisse：Rarts　6　and　7，　ed．　G．

　Shepherd　（1972），　pp．　1－30．

c1225　（？c　！200）　SK　（Bodgev　34）　：

　S窃獅2　挽彪擁実名　ed．　S．　R．　T．　0．

　d’Ardenne　aitd　E．　」．’Dobson　（1981），

　odd　pp．　1－i30．

ci225　（？c　1200）　Sf　（Bodley　34）：

　Ye五iflade　ant　te　Passiun（ゾSeinte

　lasliene，　ed．　S．　R．　T．　O．　d’Ardenne

　（196！），　odd　pp．　3－71．

c1225　（？c　1200）　SM　（Bodley　34）：

　Seinte　Marherete，　ed．　F．　M．　Mack

　（1934），　eveit　pp．　2－54．

c1225　（？c　！20e）　ffM　（Bodiey　34）：

　ffagi　Meibhad，　ed．　B．　Millett　（1982），

　pp．　1－24．

c！225　（？c　1200）　SW　（Bodaey　34）：

　Sazules　Warde，　ed．　」．　A．　W．　Bennett

　and　G　V．　Smithers　（i968），　pp．　247－

　261．

　3e零。不定心付き対格を従える動詞

　まず最初に，不定詞の意味上の主語が明示

された構文（［＋Sublec之］）と，それが明示さ

れない構文（［一　Sgbject］）の例をそれぞれ

挙げておく。

［十　SRxbject］

（5）［蜜豆eus量us加hwi互e　le＃e薦ε窺醗

　makien　a　muche蝕r磁d　a互豊e．　S／647

7）Ancrene　Wisseについては，　Part　6とPart　7のみを調査した。　KatheVine　Grompに関しては，浦田

　　（1991）に提示した資料を参考にした。

8）年代はMiddle　English　Dictionaryの‘Plait　and　Bibliography’による。
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‘hear　teil’型をめぐる史的考察

　　　　　　　　表　　1

5

［一Sublect〕 ［＋Subject3 小 計

（1）

bidde籍 （‘comma鷺d’） 8 1 9

（2） br量簸gen （‘cause’） 1 1

（3）

cheose丑 （‘choose’） ！ 1

（4） demen （‘decree’） 1 1

（5） dih乞en （‘orda重無’） 1 ！ 2

（6） don （‘ca雛se’） 3 3

（7） dri題ε貧 （‘compel’） 1 1

（8＞
3ette漁 （‘grant’） 3 3

（9＞
hate簸 （‘comma貧d’） 21 4 25

（圭。＞

he茎pe獄 （‘he翌P’） 1 1

（11＞ heren （‘hear’） ！ 1 2

（12） hihin （‘urge’） 1 1

（13） if量r亙（ien （‘find’） 2 2

（14）

豊heren （‘heaの 2 2

（15） 融蔓seon （‘see’） 1 8 9

（16） 夏ea（ie鍛 （‘co脚e且’） 2 2

（17）

豆eare麹 （‘teach’） 1 1

（18）

夏eotea （‘alめW，　ca眼se’） 10 19 29

（19） 1euen （‘a1めw） 7 7

（20）

makie鷺 （‘ca慧se’） 1 33 34

（21）

prokie簸 （‘inciteり ！ 1

（22）
rea（至e遡 （‘advise’） 4 4

（23） schapen （‘ca縫se’） 1 1

（24） schilden （‘forbid’） 2 2

（25）

seon
（‘see’） ！1 1！

㈱ 　　　　・
唐瑞落鰍?貧

（‘incite’） h1 1

（27）

加me鷺
（‘a豊ter’） ！ 1

（28） わ。夏ien （‘a豆10w’） エ 1

（29）

wear貧en
（‘forbid’） 1 1

Aq 計 44（28％） l15（72％） 159

　　一　68

［一Subject］

（6）　ffet　hire　prefter’　kesten　i　cwalm－

　　hus．．．　SK　567－68

（7）　Bed　bi　liues　coste　heasten　hire　i

　　cwagmhus．．．　SM　18／18－19

調査した資料の中で，不定詞付き対格を従

える動詞の数は29，用例の総数：は159である。

表1参照。

　　表1より，［一　Subject］型を伴う動詞は，

bidden，　demen，　di・hten，　haten，　heren，

iseOlt，　le◎ten，　makienである。そのそれぞ

れについて［一Subject］の比率に目を向け

ると，（例がわずかなdemeR，　dihteR，　heren

はともかく，）動詞によってかなりはっきり

した傾向がうかがえる9）。これらのうち，［一

9）　Cf．　Maftabe　（1989：4．　C．　2．）
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6 言語文化論究3

Subjectコが圧倒的に優勢な動詞として，

biddeft（89％），　haten（84％）の2語を指摘

することができる。逆に，［一Subject］が圧

倒的に劣勢であるのは，iseOit（11％）と

makieit（3％）である。又，　leotenにおいて

は，［一　Subject］の占める割合は34％で，［一

Subject］がかなり劣勢であることがわかる。

以上のことを表に示すと次のようになる。

表　　2

卜Subject］ ［＋S爾ect］

bi（i〈ie鷺 8（89％） 1（11％）

ぬate無 21（84％） 4（16％）

1eo重en ！0（34％） ！9（66％）

iseon 圭（11％） 8（89％）

makie鍛 1（3％） 33（97％）

　隈られた資料から一・ma化を行うのは危険で

あるが，表1，2の結果は，13世紀初頭にお

ける　［一Subjectコ型構文の実態を反映して

いると言えよう。

　3。2。　［一　Subject］型構文

　ここでは，2．2．で紹介したFischer
（！989）を参考にして，収集した資料を語順の

点から検討する。不定詞が他動詞である場合

と，自動詞である場合をそれぞれ別個に扱う

。とにする。

　3。2。le不定詞が他動詞の場合（40例）

　不定詞が他動詞である場合，［一Sllbject］

型構文は以下に示す語順で現れる1。）。特に，

NPの位置に注目したい。（‘Verb’　＝不定詞句

を従える定型動詞）

　（i）Verb　NP　IRfiRitive　（6例）

　㈹Verb　Infinitive　NP　　（32例）

侮）NP　Verb　Inf重rlitive　　（2例）

　全体的にみると，㈲の‘Verb　Infinitive

NP’型（つまり，22．に示した‘l　coxnrr｝aRd

to　k翅hgm’型）が大半を占める（80％）。

　NPとVerbの2要素に着目すると，　NPが

Verbの右に現れる（1）と㈹の合計（38例）

は，：NPがVerbの左に現れる㈹（2例）に

対して，95％：5％という比率を示す。この

ことより，樹はかなり例外的な語順である

ことがわかる。

　今度は，NPがVerbの右に現れる（i）と㈹

に関して，NPとInfinitiveの語順という点

から見てみると，NPを後置する㈹‘Verb
lnfiftitive　NP’型（32例）が，　NPを前置する

（i＞‘Verb　NP慰物tive’型（6例）に対し

て，84％：ユ6％という結果を示している。

2．2．で言及したFischer（1989）の仮説との

関連で初期中英語の語順を考察する際（i）

と㈹の割合がもっとも重要である。特に留

意したい。

　では，（i）から㈹の例を見てみよう。ここ

では，NPを（a）名詞（句），（b）代名詞，（c）節に

分類して例を示す。

（1）Verb　NP　I獄fi撮雛ve

　（a）名詞（句）　（2例）

　　　（8）　Ant　lette　e　wodi　wise　a　swide

　　　　weenderlich　hweol　rxieten　ant

　　　　makien．．．　Sf　544－45

　（b）代名詞　（4例）

　　　（9）　，．．　ant　aite　for　hire　sake　me

　　　　hat　ham　to　互uuie簸．　ノ皇W　30／

　　　　32－33

（li）Verb亘nf重都府ve　NP

　（a）名詞（句）　（14例）

10）　1つの動詞が2っ以上のトSubject］を従えることがあるが，語順を扱うここでは，1番目のものの
　　み考察の対象とした。又，関係代名詞は義務的に前置されるため，目的語が関係代名詞である例は除外

　　した。
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　（10）　．．．　ant　bed　bringfi　aitan　fris

　　　meiaen　biueren　him．．．　SK

　　　！60

（b）代名詞　（16例）

　（11）　．．．　get　bringeR　hire　forb．．．

　　　SK　219

（c＞窟行　 （2＆iJ）

　（12）　［Eコ豆eusiljgs，　わe　reue，　het　互okin

　　　3げha　liasede．．．　s／4go

（di）　NP　Verb　infiRitive

　〈a）名詞（句）　（1例）

　　　（13＞．．．a賊hire　giflade認　夏e亀te

　　　　　don　e　geatae．．．　SM　52／29

　（b）代名詞　（1例）

　　　（14）A就　he紘窺　het，　euch　f◎t，

　　　　　heafdes　bikeorueit．　Sf　642－43

　さて，ここで，2．2．に引用したFischer

（1989：p．207）の仮説を再び思い起こした

い。語順の変化（SOV型一→SVO型）によ

り，‘Verb　NP　InfiRitive’型におけるNP

を，lvefingtiveの目的語としてではなく，主

語として解釈する要請が強まった。その結

果，解釈上の混乱を避ける方策の1つとし

て，‘Verb　Infinitive　NP’型を用いることが

あったω，というのが彼女の意見である。

　語順の視点から　［一Subject］型構文を論

ずるには，その前提として，語順に関する当

時の一般的状況を知っておく必要がある。

Ancrene　Wisse（Parts　6　a磁7）の語順

を扱うKub◎uchi（1975）より，小論にとっ

て参考になる箇所を次に引用する。

1．　亙na豆憂t薮e　types　◎f　dauses，観貧互eSS

preceded　by　adverb量a翌S，　t簸e葛se　of　the

S．　V．　and　S．　V．　O．　or　S．　V．　C．　erders　is

widespread　and　shews　a　tendency　to

mcrease．

3．　While　the　word－order　S．　pren．　一e．

V．is　st豆夏1　found　Rot　o盒1y麺depe貧dent

daUSeS　b就a1SO　i盒i貧depe豊de滋OiteS，

愉eorder　S．　nouR－0。V。重s　o豊護y　fo媛蛋1

i簸　depe簸de貧t　cla種ses．　Eve簸　i鷺　co◎r－

dir鉦at¢da簸ses　after　Gnt　a簸d　ah　a　no蟻鷺

oblec撫ever　precedes癒e　verb　i費ノ1　W．

The　order　S．　O．　V．　shows　a　marked

teltdency　te　diminish．　（p．　28）

　Ancrene　Wisse（Parts　6　and　7）にお

ける結果のみから判断するのは危険である

が，SOV型からSVO型への移行は，かなり

進行していたと察せられる。このことを念頭

において，再び，（1）‘Verb　NH豊撫it鼠ve’型

と㈹‘Verb互簸撫itive　NP’型の比率

（16％：84％）に注目したい。仮に当時の言語

がSVO型であったとすれば，　Infiesitiveの

目的語（NP）を後置するのが自然である。

我々の資料において（i）の比率が低いのは，

もはやこの時代には，’不定詞の目的語を前置

することに対して，ある種の不自然さが感じ

られたためであろう。NPが代名詞であって

も，やはり‘Verb　NP　IItfiititive’型（（i

b））は少なく（20％），’大半は‘Verb　gnfing－

tive　NP’型（（慧b））である（80％）。

　以上，13世紀初頭の英語では，‘Verb　NP

IRfinitive’型が，‘VerM鍛蝕itive　NP’型1こ

比べ　‘marked’な語順であることを見てき

た。

　さて，2．2で触れた通り，Fischer（1989）

は／Verb　NP　Iftfinitive’型に生じた問題点

を回避するための今一っの手段として，受動

形不定詞の使用を挙げている。

（‘．．．　tを1e　object　c◎u豊d　be　豆eft　i漁　P旦ace，

aRd　the　infingtive　passivized．．］　p．　207）

1！）　Cf．　Fischer　（1989：　pp．　208－le）
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　ちなみに，受動形不定詞の発達を論ずる

Fischer（1991）は，不定詞付き対格における

受動形不定詞について次のように述べてい

る。（pp．161－62）

The　occurrefice　of　passive　infinitives

i簸　a．C。i．　co簸str睦ctio貧s　is　撚ore　diffic腿1t

te　date．　Neither　Visser　nor　van　der

Gaaf　give　a強y　負9耀es，　but　ludg並9

frem　the　exatwpges　given，　they　seera

to　bec◎me　freq腿e強t　◎費豆y　in　t聡e　亘ate

Middle　Engiish　peried．　The　earlisest

instaitces　given撫Zei£翌嶽（1908）are

from　Rebert　of　Gieucester　（c　1352）

agd　Casrsor　Mecndi　（？a　14ee　（a　1325））；

沁Me豊er（1953：143）fro搬盈welok（a

1325　（c　1300））；　after　bidden　aitd　witen

tれeearXest　exa搬P盈es　are　found沁

Genesis　and　Exodess　（a！325　（c　125e））

（Zeitgg”　1908　：　58－59　；　Meier　1953　：　143）．

　我々の資料では，makienの後に受動形不

定詞の例が見られる。これは中英語の例とし

ては，上で言及されたいずれの例よりも早

い。しかし，不定詞付き対格構文における受

動形不定詞の例はわずか2例に過ぎず，調査

した文献の中では稀な用法であると言ってよ

い。㈲と⑯では，makgenが受動形不定
詞を従えている。

　（15）　Ant　ich　hit　am　Pet　makede　Peit

　　muchele　witti　witege，　Ysaie，　beon

　　isahetンu痴a臨戦痴to　dea6e。　Sf
　　359－61

　（16）　Ant　ich　hit　am　Pet　raakede　Sein

　　Iuha捻　勲e　Baptiste　わεo難　heafd¢s　bi－

　　coresen．．．　Sf　369－71

更に，‘Verb　NP　IRfinitive’型を避iけるた

めの手段と考えられる，もう1つの事例につ

いて触れておきたい。それは，不定詞の意味

上の主語として，‘man’という語が用いられ

る場合である12）。不特定な人問を指す語

‘rnaゴが，［＋Subject］型の中で不定詞の意

味上の主語として用いられる例は，我々の資

料においてごく稀である。このような場合に

は，［一Sttbject］型を用いる方が普通であろ

う。

（1りP登司五霊クoh宅makeδ窺碗te　fieoa　a鷺e

　uitpeawes．．．　SW　417－18

　受動形不定詞が用いられる㈱と⑯，そし

て，‘maゴが不定詞の意味上の主語を示す⑰

が，いずれもmakienの例であることより，

1っの推論を試みたい。既に3．1．で見た通

り，makienの場合，［一Sublect］の［＋S葛b－

lect］に対する割合は1（3％）：33（97％）

であった。少なくとも我々の資料に関する限

り，makieRには［一　Subject］型を避けよう

とする傾向が強く見られる。よって，［一

Subject］型を避けるための手段として，⑮一

⑳のような例外的表現が用いられたのでは

ないかと考えられる。

　3。2。2．不定詞が自動詞の場合（2例）

　該当するものはわずか2例にすぎない。目

的語を伴わない不定詞が［一Subject］型構

文に現れるのは，極めて例外的である。

　（鉾＞　Verb　亙nf豆r懸t量ve

　　（15）　Nabbe　3e　iherd　tellen　of　Pe　Preo

　　　　haし1i　men？　　ノ隻W　12／35－36

（v）　lnfinitive　Verb

　（16）　Me　dude　as　he　don　het．．．　SM　42／

　　　34

12）　C£　Takahashi　（1984：　p．　2e3）
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　以上，現代英語の‘hear　teil’などに残存す

る，不定詞の意味上の主語が明示されない

‘hear　tell’型（［一　Subject］型）の歴史を，

初期中英語を中心に見てきた。調査の対象と

した文献は，！3世紀初頭頃に書かれたとされ

るAncrene　Wisse　（Parts　6　and　7）　と

Katherine　Grompである。

　［一Subject］型に関して，主に以下の結果

を得た。

　（1）　［一Subject］：［十Subject］

　　　　一44　（289　）　：115　（72％）

〈2）［一　Subject］型を従える動詞

　　　　bidden　　（8）　hereft　（1）

　　　　derxien　（1）　iseoR　（1＞

　　　　dihteR　（！）　geoten　（IO）

　　　　ha毛eft　　（21＞　　　搬ak量e鷺　（1）

（3）［一Sublect］が占める割合（動詞別）

　　　　　　　　　　［一Subject］　［十Subject］

　　　biddeit　89SO）6　　〈8＞　11％o　　（1）

　　　hatefi　84％　　（21）　16906　　（4）

　　　leoten　34e％　　（le）　669060　　（19）

　　iseon　119060　　（1）　89SO）60

　　makien　3　SO）60　（1）　97％o

（4＞語順（IRfinitiveが他動詞の場合

（a）　Verb　gnfinitive　NP　32

　　Verb　NP夏貧finit豊ve　6

　　NP　Verb　lnfinitive　2

（b）　Verb　’lnfinitive　NP　：

　infinitive　＝84906　：　16906e

9

　　　（8）

　　　（33）

　　）

一（80％）

（15％）

（5　％）

Verb　NP

　収集した資料を，Fischer（1989）の仮説に

基づいて検討した。語順がSOV型からSVO

型に移行したため，‘Verb　NP　infinitivel型

におけるNPが，　Infinitiveの主語であると

みなされる可能性が高まった。そこで，

‘Verb　NH豊fi煎ive’型le代わる表現法とし

て，彼女は以下のものを挙げている。

　（i＞‘Verb互麟n煽ve　NP’型

　㈹受動形不定詞

　（i）に関しては，（4b）に示したとおり，

‘Verb　NP　In撫itive’型は少なく，‘Verb　in－

finitive　NP’型が圧倒的に多い。

　㈹の受動形不定詞に関しては，該当する

ものわずか2例にすぎない。我々の資料で

は，これは極めて例外的な表現法である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聾亘］霧瓢蟹：》G融A？ew
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‘hear　teil’型をめぐる史的考察 ！l

　　　The　‘Hear　Tela’　Type　in　Eitglish

With　Special　RefereRce　tg　Earky　Middie　Eitgiish

Kaztxyuki　Urata

　　　亙簸PreSe簸t－day　E鷺9夏璽曲，　the‘hear　te亘且’type（i．　e．癒e　COnS鷹Ct量On亘n　whiCh癒e

SぬleCt　aCC眼SatiVe　Of　the‘aCC鷺SatiVe　W璽癒量n｛夏簸i伽e’iS鍛Ot　eXpreSeed；ぬe駕e　the

［一S曲ject］type）亘s搬夏gram搬atica豆，　w量th　t簸e　excepti◎n◎f　s◎me　id豆（）mat量。　expressi◎簸s，

e．　g．　‘hear　teX’，　‘make　beiieve’．

　　　互’ve

invited．

gften　heard　tegg　of　the　weRderful　parties　she　gives，　but　i’ve　never　beelt

　　　臆α（ia簸d

expressed，　as　in

Middle　Eltgiish，　hewever，　the　subject　accusative　is　eften　left　un一

he　het　hie　hon　en　heam　geaggum

　‘he　ordered　［someene］　to　hang　them　on　the　high　gaiXews’　（Mitchegl　1968

　161）

Pe　wari　het　hire　kasten　in　cwarterite

　　‘The　wicked　rr｝an　ccmmanded　［someoRe］ to　cast　her雛。　t簸e　pr亘so簸’

g．

　　　Accordiitg　to　Fischer　（1989），　‘the　change　in　．word　order　that　Engiish　underwent

between　the　CE　and　ME　periods’　（p．　205）　（i．　e．　SOV．SVO）　exerted　a　great　infgueitce

o簸伽e卜S磁blect］type．　Wlth　her　hypotれesisぬm藍nd，　th翌s　paper　examines施e

［一Subject］　type　in　the　eariy　13th　century，　based　on　a　cerpus　ef　Ancrene　Wisse　（Parts

6a簸（i　7）　a鍛（i　the．Katheri’ne　O孜）砂．

　　　Amo貧g　o鷺r　f蓋ndi簸gs　are：

（1）

（2）

（3＞

［一Subject］　：　［＋Subject］　＝＝44　（28SO）60）　：’　！15　（729060）

The　Number　of　eccurrences　of　the　［一Subject］　type　with　each　verb

　　　bidden（8）　demen　　（1）　dihten　　（1）　hateR　（21）

　　　heren（1）　ise◎箆　（！）　豆eGte簸（10）　mak亙e簸（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　［一Subject］　［十Subject］

　　　bidden　89Se）60　（8）　11Se）6e　（1）
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12

　　　　　　　haten　84％

　　　　　　　leoten　34％

　　　　　　　iseoR　119／o

　　　　　　　makien　3％

（4）　The　Werd　order　ef　the

　　　　　　　（a）

（b）

（21）

（10）

（！）

（1）

Verb亙簸fir夏掘ve　NP

Verb　NP　lnfinitive

NP　Verb　lnfinitive

Verb　亙nfi】ユit亘ve　N蔓）

言語文化論究3

［一Subject］

　　　　　32

　　　　　　6

　　　　　　2

：　Verb　NP　gnfmitive　＝84％

　　　　　　　16％　（4）

　　　　　　　66％o　（19）

　　　　　　　89％e　（8）

　　　　　　　97％e　（33）

　　type　（when　the　infiRitive　is　transitive）

（80％）

（15％）

（　5％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　169060

　　　Fischer　（1989：　p．　207）　argues　that　because　of　the　uew　werd　order　（i．　e．　SV（）），　‘the

pressure　to　interpret　the　NP　befere　the　irkfinitive　as　subject　became　iRcresingRy　stroitg，

so塩at　s◎搬e　cha簸ge　beca撮e顕ecessary’．

　　　0盒eOf偽e◎pt沁鷺s塩at　sぬe　me蕪◎ns豆s　the　c◎簸str腿ct沁掘盒蝋ic簸塩e　NP量s　p夏aced’

after　the　ln掘tive．　Fr◎m（4b）ab・ve，　i糠ay　safe豆y　be　said　that　th磁ew・rdeピVerb

夏麺fi瓢tive　NP’was　by　far　the　com搬。漁erぬtぬe　ear萱y　13癒一century£簸9簸sh．

　　　A鍛。塩er　opti◎n　is　the　pass亘ve亘簸f鎗鰯ve．　In◎ur　corpus，　it　occ耀s　o簸夏y　twice沁the

‘aCC聾sative　wi癒i簸f姫itlve，　CO盒str鷺ct沁麹．
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